
み
ん
な
笑
顔
に
「
み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ
米
」

中
川
小
学
校
で
田
植
え
体
験

 

５
月
８
日
、
夏
イ
チ
ゴ
栽
培
で
６
次
産

業
化
を
目
指
す
株
式
会
社
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー

フ
ァ
ー
ム
（
家
形
一
生
代
表
取
締
役
）
が

昨
年
秋
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
栽
培
ハ

ウ
ス
の
施
設
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

見
学
会
に
は
関
係
者
や
地
元
農
家
な
ど

約
70
人
が
参
加
し
、
同
社
社
員
ら
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
ハ
ウ
ス
内
の
設
備
の
様
子

や
４
月
に
定
植
さ
れ
た
イ
チ
ゴ
の
苗
の
状

態
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

西木地区
（
株
）
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム

夏
イ
チ
ゴ
の
栽
培
施
設
見
学
会

温
度
な
ど
の
生
育
環
境
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自
動
制
御
。
今
期
の

収
穫
約
６
・
８
㌧
（
予
定
）
の
販
路

を
地
元
中
心
に
広
げ
て
い
く

荒川青亭（あらかわせいてい）
明 治 27 年 ～ 昭 和 52 年（1894 ～
1977）本名吉治。角館町中町生。号、
恵州、浣花、明治 43 年西宮礼和に絵
の手ほどきを得る。大正 10 年「頭塔
の森」独立美術展入賞

角館地区 作
品
名
「
枝
垂
桜
と
古
城
山
」

日
本
画
家  

荒
川
青
亭
の
作
品
寄
贈

　

こ
の
た
び
、
株
式
会
社
「
北
仙
」

代
表
取
締
役　

藤
原
恒
悦
氏
の
御

厚
意
で
平
福
記
念
美
術
館
に
角
館

町
出
身
の
日
本
画
家　

荒
川
青
亭

が
描
い
た
作
品
「
枝
垂
桜
と
古
城

山
」（
額
装
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
展
示
等
で
活
用
し
、
広

く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

素
足
で
水
田
に
入
り
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な

が
ら
丁
寧
に
苗
を
植
え
て
い
く
児
童
た
ち

角館地区

　

５
月
20
日
、
中
川
小
学
校
の
全
校
児
童

48
人
が
田
植
え
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
近
く
に
あ
る
佐
々
木
喜
行
さ
ん

所
有
の
水
田
（
３
・
４
㌃
）
で
行
わ
れ
た
こ

の
田
植
え
で
は
、
事
前
に
苗
を
植
え
る
間

隔
の
目
安
と
な
る
型
押
し
が
さ
れ
、
そ
の

マ
ス
目
に
家
族
や
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

い
っ
し
ょ
に
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
も
児
童
た
ち

は
「
植
え
る
と
き
は
難
し
か
っ
た
が
、
楽

し
か
っ
た
」「
去
年
よ
り
も
う
ま
く
で
き

た
」
な
ど
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

秋
の
収
穫
後
は
、
秋
田
市
内
で
４
、５

年
生
が
販
売
体
験
を
行
う
予
定
で
す
。

1  市内北野線（桜並木駐
車場通り）歩道植え込みと
2  国道 105 号線沿い（西

明寺地区小山寺から桧木内
地区山口）のクリーンアッ
プ

仙北市 民
生
・
児
童
委
員
の
日

民
生
児
童
委
員
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　
『
民
生
・
児
童
委
員
の
日
』
活
動
強
化

週
間
と
し
て
、
５
月
13
日
と
15
日
の
両
日
、

仙
北
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
伊
東
弘

榮
会
長
）
の
委
員
44
人
（
角
館
地
区
27
人
、

西
木
地
区
17
人
）
が
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。

1

2

　

田
沢
湖
・
角
館
観
光
連
盟
は
、
５
月
16

日
「
秋
田
美
人
１
０
０
人
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

仙
台
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

で
、
参
加
し
た
「
秋
田
美
人
」
36
人
が
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
、「
ぜ
ひ
秋
田

県
・
仙
北
市
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
ま
た
飾
山
囃
子
の
披
露
や

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
登
場
し
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
秋
田
県
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
が
開
催
し
た
「
秋

田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

仙北市 秋
田
美
人
１
０
０
人
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

仙
台
で
秋
田
県
・
仙
北
市
を
Ｐ
Ｒ

に
向
け
た
説
明
会
」
や
「
旅
の
日
」

の
会
・
仙
台
大
会
に
も
参
加
し
観
光

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

大勢の人が行き交うＪＲ仙台駅で秋田美人の魅力とともに
秋田県や仙北市をＰＲ

9 月下旬に東京で開催される「秋田デス
ティネーションキャンペーン」のオープ
ニングイベントや当市で開催される種苗
交換会での活動を予定

内　容

▲

受　付

▲

問合せ

▲

7 月 31 日（水）まで

田沢湖・角館観光連盟　 58-0063

参加者（登録）募集

　田沢湖・角館観光連盟では今年度で最後となる秋田
美人 100 人キャンペーンに参加していただける女性
を募集しています。

秋田美人１００人キャンペーン

田沢湖地区 仙
北
市
「
国
民
文
化
祭
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
」
開
催

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
僕
た
ち
の
未
来
」
披
露

　

国
内
最
大
級
の
文
化

の
祭
典
「
第
29
回
国

民
文
化
祭
・
あ
き
た

２
０
１
４
」
が
来
年
10

月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
５
月
26
日
に

仙
北
市
民
会
館
で
仙
北

市
「
国
民
文
化
祭
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ

ベ
ン
ト
で
は
国
民
文
化

祭
・
あ
き
た
２
０
１
４

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
僕
た

ち
の
未
来
」
が
、
仙
北

市
で
初
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
曲
を
、
作

曲
・
本
市
出
身
の
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

ｈ
ａ-

ｊ
（
ハ
ー
ジ
ェ
イ
）
さ
ん
や
県
内

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
集
ま
っ
た
フ
レ
ー
ズ

を
歌
詞
と
し
て
ま
と
め
た
本
市
在
住
の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
大
木
彩
乃
さ
ん

ら
で
結
成
さ
れ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
り
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
曲
は

秋
田
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
歌
詞
と
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
元
気
の
出
る
素
敵
な
曲
で
、
演
奏
と

歌
声
が
会
場
に
響
く
と
大
勢
の
観
客
か
ら

手
拍
子
が
送
ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
が

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

テーマソングを披露したスペシャルユニット『AKITA Smile-face』

国
民
文
化
祭
は
全
国
の
文
化
活
動
を
行
う
個

人
や
団
体
が
各
地
か
ら
集
ま
り
、
日
頃
の
成

果
を
披
露
し
交
流
を
深
め
ま
す
。
キ
ッ
ク
オ

フ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た

２
０
１
４
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、「
花
か
げ
会
」の
大
正
琴
、「
高
橋
キ
ヌ
子
社
中
」の
手
踊
り
、

「
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
角
館
ス
ク
ー
ル
」
の
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の

話
題 TOPICS

仙北市のできごとをお届け

地
域
の

話
題

仙北市のできごとをお届け

TOPICS
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